
日時●平成29年6月22日（木）19時~21時
会場●公立丹南病院 2階大会議室（鯖江市三六町1-2-31）

昨年度よりバージョンアップし地域包括ケアシステムの実現に向け、我々リハビリ
職に求められていることを意識し、社会に求められるセラピスト像の確立を目指し

ます。

活動と参加に資するリハビリテーションについて考えると同時に、地域ケア会議・
サービス担当者会議等で必要とされるプレゼンテーションスキルや瞬発的なコメン
ト力なども学べます。急性期、回復期等の医療現場で働く皆様にも有益な検討

会となっております。

リハビリ職だけでなく、看護職やケアマネジャー、地域包括支援センターのご協力

を頂きながら、広い視野、深い視点から地域包括ケアに対応できるリハビリテーショ

ンを探求していきましょう！リハビリ職以外の皆様のご参加もお待ちしております。

プログラム●

ミニ講座 事例検討会開催の背景 川越 雅弘先生 埼玉県立大学

●お問い合わせ●
理学療法士会：小林裕和（ふらむはぁとリハビリねっと） ℡0770-53-3028

作業療法士会：橋本秀貴（認知症対応型通所介護ありんこ）℡0776-50-2883

言語聴覚士会：北川謙吾（嶋田病院） ℡0776-21-8008

参加申し込み不要、お気軽にご参加ください！
２９年度 ６月22日 ８月3日 １０月5日 １２月7日 ２月1日 ３月1日

会場 丹南 坂井 若狭 奥越 福井 二州

事例数 ４例 ４例 ４例 ４例 3例 ４例

埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科 川越雅弘先生と共に学ぶ

事例１ 在宅人工呼吸器患者の活動と参加 小林 聖弥 PT 池端病院

事例２
チームアプローチにて、施設先でも生活の質が

保たれた右被殻出血を呈した症例
竹内 あすかOT 林病院

事例３
単身赴任中に脳出血を呈し、転院調整に工

夫を要した事例
谷口 祥平ST 公立丹南病院

事例４
通所リハビリを利用してADL動作が改善し、趣

味活動が再開できた症例
福島 聖大OT

通所リハビリテー

ション

なごみの里


